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( 2 )宇治田原町議会だより2014（平成26）年2月 第 78号

速やかな対応を

区分 件数 実施済 進捗率
 道路 44 件 34 件 77.3％
 河川 27 件 11 件 40.7％
 農地 32 件 0 件 0.0％
 農業用施設 14 件 5 件 35.7％
 林道 9 件 5 件 55.6％

被害の対応状況

３月中には全線開通が予定されている国道 307 号（岩山）復旧工事

12
月
定
例
会
・
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会

　

人
事
案
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

山　

本　
　

薫　

氏

　
　
　
　
　
　
　
︵
岩
山
︶

任
期　

平
成
25
年
11
月
26
日
～
平
成
29
年
11
月
25
日

【
同
意　

全
員
賛
成
】

　昨年９月 16 日未明に発生した台

風 18 号による本町における被害及

び対応状況は左記のとおり。

※農地・農業用施設については、国の
災害認定を受け、実施設計等を行い
事業実施となることから進捗率が低く
なっている。

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
6
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催
し
た
。
予
算
関
係
３
件
（
補

正
）、
条
例
関
係
２
件
（
改
正
）
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
た
ち
、
全
員
が
「
一
問
一
答
」
方
式
で
活
発
な
議
論

を
展
開
し
た
。
最
終
日
に
は
、
台
風
18
号
に
よ
る
災
害
の
対
応
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。



12
月
定
例
会 会計予算名 補正額 補正後の総額 審議結果

一 般 会 計 1,838 万円 41 億 1,871 万円 可決 全員賛成

国 保 会 計 9,160 万円 11 億 4,876 万円 可決 全員賛成

奥 山 田 簡 易 水 道 会 計 40 万円 6,187 万円 可決 全員賛成

（千円以下切捨て）

　一般会計の補正の主なものは、児童手当支給事業（509 万円）、老人医療費支給事業（351 万円）、

京都府知事選挙執行費（300 万円）など。国保会計の補正については、国保加入者や医療費の増加に

よるもの。

台風１８号被害の

【
質　

問
】

　

町
民
税
及
び
固
定
資
産
税

の
決
算
及
び
留
保
分
に
つ
い

て
の
見
込
み
額
は
。

【
答　

弁
】

　

個
人
町
民
税
約
４
億
３
千

万
円
、
留
保
１
千
万
円
近
い

額
を
見
込
ん
で
い
る
。
法
人

町
民
税
で
は
現
計
予
算
に
近

い
決
算
額
、
固
定
資
産
税
で

は
約
８
億
７
千
万
円
の
決
算

見
込
み
を
立
て
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

繰
越
明
許
費
で
あ
が
っ
て

い
る「
主
要
町
道（
郷
之
口
ー

湯
屋
谷
線
）
新
設
改
良
事
業

費
」
の
国
の
交
付
金
及
び
、

用
地
買
収
の
進
捗
状
況
は
。

一　

般　

会　

計

補  

正  

予  

算  

特  

別  

委  

員  

会
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国　

保　

会　

計今後、整備予定の主要町道（湯屋谷）

【
質　

問
】

　

滞
納
者
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
場
合
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
が
、
状

況
は
ど
う
か
。

【
答　

弁
】

　

滞
納
者
に
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
給
付
制
限
が
か
か

る
。
介
護
保
険
の
趣
旨
を

理
解
い
た
だ
き
、
滞
納
分

後
期
高
齢
者
医
療

延
滞
金
の
引
き
下
げ

文  

教  

厚  

生  

常  

任  

委  

員  

会

介
護
保
険
料

延
滞
金
の
引
き
下
げ

【
質　

問
】

　

保
険
料
の
滞
納
者
数
は

何
人
ぐ
ら
い
か
。

【
答　

弁
】

　

10
名
程
度
。
内
、
居
所

不
明
が
2
名
。

【
可
決　

全
員
賛
成
】

の
支
払
い
を
勧
奨
し
て
い

る
。【

可
決　

全
員
賛
成
】

【
答　

弁 

】

　

交
付
金
は
内
示
を
受
け
て

い
る
。
用
地
買
収
は
対
象
の

８
件
中
７
件
ま
で
完
了
、
残

り
１
件
も
ほ
ぼ
合
意
に
達
し

て
い
る
。

【
質　

問
】

　

医
療
費
増
加
の
要
因
に
つ

い
て
分
析
を
し
、
健
全
化
計

画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
年
度
の
決
算
見
込

み
は
。

【
答　

弁
】

　

要
因
分
析
を
行
っ
て
い

る
。
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

は
、
未
確
定
で
あ
る
が
、
今

年
度
の
累
積
赤
字
は
６
千
６

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。



ズバリ！
　町政を問う一般質問

質問者 件　　名

１ 山内実貴子

１．防災・減災対策

２．がん検診受診率向上対策

３．町広報掲示板の活用

２ 今西久美子

１．消費税増税

２．水道料金体系の見直し

３．防災対策

３ 上林昌三 １．市町村合併

４ 稲石義一
１．平成 26 年度予算編成

２．役場庁舎改修事業の方針転換

５ 谷口重和

１．庁舎問題

２．宇治田原山手線

３．産業振興

４．保育所の安全対策

質問者 件　　名

６ 垣内秋弘

１．平成 26 年度予算編成

２．台風 18 号の被害対応

３．「山手線」今後の取り組み

７ 青山美義 １．災害対策

８ 内田文夫
１．小中一貫教育

２．公共交通対策

９ 原田周一

１．通学路の安全対策

２．学校別成績の公表

３．山手線

４．病児保育

一般質問

　議員が行政全般にわたって

執行機関である町に対し、事

務の執行状況や方針などを質

問します。

　主な内容について、各議員

の要約原稿を掲載しています。

傍聴のご案内

１２月１２日　午前１０時～

　宇治田原町議会の本会議を傍聴しませんか。傍聴のためには本会議当日に町役場２階総務課で受
付をしていただきます。議会の日程などはホームページ (http://www.town.ujitawara.kyoto.jp/) 
をご覧いただくか、議会事務局（☎ 88‐6641）までお問い合わせください 。

一
般
質
問
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【
答
】
地
域
と
と
も
に
活
用
を
進
め
た
い

町
広
報
掲
示
板
の
有
効
活
用
を

山内実貴子
　　　議員

【
質　

問
】

　

11
月
10
日
に
行
わ
れ
た
田

原
小
学
校
区
の
防
災
訓
練
の

成
果
や
課
題
は
。
ま
た
、
今

後
の
進
め
方
は
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、

９
０
０
人
の
住
民
参
加
と

な
っ
た
。
避
難
情
報
の
伝
達
・

避
難
誘
導
・
実
践
的
な
訓
練

等
、
本
町
の
防
災
力
向
上
に

つ
な
が
っ
た
。
今
後
は
京
都

府
警
・
自
衛
隊
等
、
町
外
関

係
機
関
と
の
連
携
等
を
図
る

訓
練
の
実
施
を
検
討
す
る
。

【
質　

問
】

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

防
災
の
担
い
手
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

防
災
士
の
育
成
を
独
自
で
支

援
し
て
い
る
。 

が
で
き
る
体
制
を
町
が
持
つ

べ
き
で
は
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

地
域
自
主
防
災
会
等
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
・
情
報
交
換
を

【
答
】
関
係
機
関
と
連
携
図
る
訓
練
も
検
討

 

防
災
訓
練
の
今
後
は

【
質　

問
】

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

の
た
め
、
血
液
検
査
で
簡
単

に
行
え
る
前
立
腺
が
ん
の
検

診
も
含
め
、
が
ん
検
診
の
見

直
し
と
無
料
化
を
行
う
べ
き

で
は
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　

受
診
者
の
受
診
日
程
に

合
っ
た
個
別
検
診
、
前
立
腺

リ
コ
ー
ル
の
積
極
的
な
導
入

を
。

【
答　

弁(

健
康
長
寿
課
長)

】

　

節
目
の
が
ん
検
診
事
業
の

乳
が
ん
検
診
の
対
象
者
の
う

ち
、
未
受
診
者
に
個
別
に
郵

送
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
行
っ

【
答
】
無
料
化
に
よ
る
実
績
を
ふ
ま
え
検
討

が
ん
検
診
の
見
直
し
と
無
料
化
を

が
ん
の
検
診
の
導
入
も
含

め
、
近
隣
自
治
体
の
無
料
化

に
よ
る
実
績
を
踏
ま
え
、
受

診
率
向
上
の
一
策
と
し
て
検

討
す
る
。

【
質　

問
】

　

受
診
の
案
内
を
し
た
人
が

受
診
し
て
い
な
い
場
合
に
、

手
紙
や
電
話
な
ど
で
改
め
て

受
診
勧
奨
を
す
る
、
コ
ー
ル
・

て
い
る
。
個
別
の
受
診
勧
奨

は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
受

診
率
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
。
し
か
し
、
電
話
で
の
受

診
勧
奨
は
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。

【
質　

問
】

　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

活
動
や
、
町
の
行
事
、
健
康

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
図
り
、
広
報
板
の
活
用
に

む
け
て
、
地
域
と
と
も
に
進

め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問
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避
難
所
内
部
の

安
全
対
策
は
。

【
答　

弁
（
総
務

課
長
）】

　

自
主
防
災
会
へ

の
補
助
金
と
あ
わ

せ
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
質　

問
】

　

 

自
主
防
災
会

の
活
動
に
向
け
、

相
互
の
情
報
交
換

対
策
事
業
な
ど
、
も
っ

と
目
に
つ
き
や
す
い
所

に
広
報
す
べ
き
と
考
え

る
。
町
内
64
ヵ
所
あ
る

町
広
報
掲
示
板
を
有
効

活
用
し
て
い
く
べ
き
で

は
。

【
答　

弁（
総
務
課
長
）】

　

広
報
掲
示
板
の
点

検
・
維
持
管
理
に
努
め

る
中
、
今
後
と
も
広
報

防災訓練

町広報板



【
答
】
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く

災
害
を
教
訓
に
防
災
対
策
の
強
化
を

今西久美子
　　　議員

【
質　

問
】

　

安
倍
首
相
が
決
め
た
消
費

税
の
引
き
上
げ
時
期
に
つ
い

て
、
町
長
の
認
識
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】　

　

適
切
な
時
期
を
選
択
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
。

【
質　

問
】

　
「
適
切
な
時
期
を
選
択
さ

れ
た
」
と
い
う
の
は
、
全
く

住
民
の
感
覚
と
ず
れ
て
い

る
。
ど
の
世
論
調
査
で
も
約

８
割
が
景
気
の
回
復
を
実
感

し
て
い
な
い
。
町
内
の
小
売

商
店
の
「
増
税
さ
れ
た
ら
、

も
う
店
を
た
た
む
し
か
な

い
」
と
の
声
は
町
長
に
は
届

い
て
い
な
い
の
か
。

　

住
民
の
暮
ら
し
、
町
の
財

政
を
守
る
た
め
に
も
、
政
府

に
対
し
、
４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
中
止
を
求
め
よ
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

地
域
経
済
対
策
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
く
こ
と
な

ど
、
国
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
地
方
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
主
張
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
消
費
税
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
住
民
へ

の
影
響
等
、
十
分
留
意
し
て

い
く
。

【
答
】
地
方
の
意
見
を
主
張
し
て
い
く

 
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
よ【

質　

問
】

　

水
道
の
基
本
水
量
の
引
き

下
げ
、
節
水
が
料
金
に
反
映

さ
れ
る
料
金
体
系
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
検
証
、
検

討
し
た
の
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

使
用
者
の
節
水
が
料
金
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
使
用
し

【
質　

問
】

　

最
近
の
台
風
や
大
雨
に
よ

る
災
害
を
教
訓
と
し
、
避
難

準
備
情
報
や
避
難
勧
告
が
き

ち
ん
と
住
民
に
周
知
さ
れ
る

よ
う
、
伝
達
系
統
の
見
直
し

と
、
安
全
を
確
保
す
る
避
難

の
仕
方
に
つ
い
て
の
徹
底
し

た
訓
練
の
実
施
を
。

【
答
弁
（
総
務
課
長
）】

　

情
報
伝
達
は
、
１
つ
の
手

段
で
な
く
複
数
用
い
、
住
民

の
命
・
安
全
を
守
る
こ
と
を

基
本
に
、
引
き
続
き
検
証
し

て
い
く
。
防
災
訓
練
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
想
定
の

も
と
、
引
き
続
き
住
民
参
加

型
の
訓
練
を
実
施
す
る
。

【
質　

問
】

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊

婦
な
ど
、
災
害
時
に
特
別
に

支
援
を
要
す
る
方
の
た
め
の

福
祉
避
難
所
の
現
状
は
。

【
答
弁
（
福
祉
課
長
）】

　

現
在
、
や
す
ら
ぎ
荘
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
と
し

て
お
り
、
生
活
物
資
の
備
蓄

等
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
民
間
社
会
福
祉

施
設
と
の
協
定
も
視
野
に
入

れ
、
整
備
に
取
り
組
む
。

一
般
質
問
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【
答
】
使
用
量
に
見
合
っ
た
料
金
体
系
と
す
る

水
道
料
金
体
系
の
見
直
し
を

に
水
道
料
金
に
転
嫁
し
、
値

上
げ
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
町
の
努
力
を
。

【
答
弁
（
町
長
）】

　

消
費
税
法
改
正
の
趣
旨

や
、「
適
正
な
転
嫁
を
基
本

に
」
と
の
国
か
ら
の
通
知
を

踏
ま
え
、
消
費
税
分
の
引
き

上
げ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

【
意　

見
】

　

ま
さ
に
国
の
言
い
な
り
で

は
な
い
か
。
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
消
費
税

は
、
軽
々
に
転
嫁
す
べ
き
で

は
な
い
。

避
難
訓
練
の
様
子
（
11
月
10
日
）

た
水
量
に
見

合
っ
た
料
金
体

系
を
基
本
と
考

え
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

消
費
税
の
増

税
分
を
安
易



り
を
考
え
た
と
き
市
町
村
合

併
は
最
大
の
行
政
改
革
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
推
進
す
る

意
見
も
あ
る
が
、
財
政
基
盤

の
「
格
差
」
が
見
え
隠
れ
し
、

合
併
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
思

う
た
め
、
私
自
身
は
賛
成
で

き
な
い
。
今
後
、
合
併
問
題

が
再
燃
す
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
た
町
長
の
考
え
は
。

【
答　

弁(

町
長)

】

　

合
併
案
は
今
の
と
こ
ろ
な

く
、
本
町
に
対
し
何
の
働
き

か
け
も
な
い
こ
と
か
ら
、
市

町
村
合
併
に
関
す
る
考
え
と

し
て
は
、
全
く
白
紙
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
第
４
次
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
に
位
置
付
け

て
い
る
ま
ち
の
将
来
像
「
心

【
質　

問
】

　
「
平
成
の
大
合
併
」
と
称

し
て
国
の
合
併
特
例
法
の
も

と
、
全
国
的
に
各
地
方
で
合

併
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成
14

年
宇
治
・
城
陽
・
久
世
・
綴

喜
７
市
町
協
議
の
頓
挫
に
続

き
、
平
成
18
年
７
月
10
日
、

当
時
の
城
陽
市
長
の
呼
び
か

け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
木
津
川

右
岸
２
市
２
町
の
枠
組
み

の
中
で
仕
切
り
直
し
と
な
っ

た
合
併
任
意
協
議
会
も
法
定

協
議
会
へ
移
行
す
る
こ
と
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
が
あ

り
、
わ
ず
か
１
年
余
り
で
破

た
ん
し
、
今
日
に
至
る
。
こ

の
た
び
城
陽
市
長
、
本
町
町

長
も
新
し
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
将
来
的
な
町
づ
く

【
答
】
他
市
町
か
ら
の
話
も
な
く
、
現
在
は
白
紙

今
後
市
町
村
合
併
が
再
燃
し
た
ら

を
つ
な
ぎ　

と
も
に
創
る　

茶
文
化
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

【
意　

見
】

　

国
に
お
い
て
議
論
が
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
制
度
の
実

態
が
見
え
て
こ
な
い
「
道
州

制
」
に
つ
い
て
、
今
の
都
道

府
県
を
10
程
度
の
道
や
州
に

移
行
す
る
と
同
時
に
、
過
去
、

全
国
に
３
３
０
０
の
市
町
村

が
あ
っ
た
も
の
が
「
平
成
の

大
合
併
」
に
よ
り
、
現
在
で

は
１
７
０
０
余
り
と
な
り
、

さ
ら
に
市
町
村
を
６
０
０
程

度
ま
で
減
ら
す
べ
き
と
の
考

え
も
あ
る
が
、
私
は
、
全
国

一
斉
の
市
町
村
合
併
の
推
進

は
「
平
成
の
市
町
村
合
併
」

を
も
っ
て
最
後
に
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
さ
ら
な
る
市

町
村
の
再
編
で
小
規
模
な
基

礎
自
治
体
が
有
す
る
特
性
や

地
域
性
が
活
か
さ
れ
る
か
極

上 林 昌 三
　　　議員

一
般
質
問

( 7 ) 宇治田原町議会だより2014（平成26）年2月 第 78号

め
て
疑
問
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

今
後
、
権
限
移
譲
に
よ
っ

て
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
は

ど
う
な
る
の
か
、
地
方
議
会

が
果
た
す
役
割
の
変
化
な
ど

課
題
と
な
る
が
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
「
住
民
本

位
」
の
議
論
か
ら
逸
脱
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

高尾から宇治田原町を望む



稲 石 義 一
　　　議員

【
質　

問
】

　

建
築
後
54
年
が
経
過
し

た
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
、
歴

史
的
・
文
化
的
価
値
の
高

い
建
造
物
で
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
な
ら
と

も
か
く
、
耐
震
性
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
点
で
問
題
の

災
機
能
の
付
加
も
難
し
い
ほ

か
、
仮
設
工
事
期
間
中
は

住
民
に
多
大
な
不
便
を
か
け

る
。
さ
ら
に
、
田
原
川
堤
防

下
に
あ
る
現
庁
舎
で
は
、
豪

雨
時
に
災
害
対
策
本
部
機
能

が
果
た
せ
な
い
状
況
に
陥
る

心
配
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

災
害
防
災
施
設
の
整
備
を
は

じ
め
、
将
来
の
街
づ
く
り
の

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
と

し
て
は
、
改
修
よ
り
も
新
庁

舎
整
備
に
向
け
取
り
組
む
決

意
を
固
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

あ
る
老
朽
化
著
し
い
庁
舎

を
、
坪
単
価
97
万
円
、
総
額

５
億
４
千
４
０
０
万
円
も
の

巨
額
の
費
用
を
投
じ
て
改
修

す
る
意
味
が
、
全
く
理
解
で

き
な
い
。
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
と
い
う
行
政
の
最

大
の
使
命
を
果
た
す
観
点
か

ら
、
安
心
安
全
を
最
大
限
担

保
で
き
る
庁
舎
を
移
転
新
築

す
る
方
向
へ
方
針
転
換
す
べ

き
で
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

今
回
の
改
修
工
事
は
、
敷

地
条
件
や
工
法
に
様
々
な
制

約
が
あ
り
少
し
無
理
を
感
じ

る
。
事
業
費
も
当
初
の
見
積

額
か
ら
大
き
く
膨
ら
ん
で
お

り
、
工
期
も
２
年
半
。
庁
舎

の
拡
張
は
か
な
わ
ず
、
防

【
答
】
新
庁
舎
整
備
に
取
り
組
む
決
意
を
固
め
た

 
役
場
庁
舎
「
移
転
新
築
」
を

【
答
】
見
直
し
・
検
討
す
る

宇
治
田
原
版
「
三
位
一
体
改
革
」
を

【
質　

問
】

　

府
内
で
最
下
位
に
あ
る
決

算
規
模
を
、
せ
め
て
町
村
平

均
並
み
に
予
算
規
模
を
４
億

円
膨
ら
ま
せ
、
各
種
事
業
の

充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
職
員
数
と
組
織
・

機
構
が
そ
れ
に
対
応
で
き
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ

で
、
予
算
、
定
数
、
組
織
・

機
構
の
宇
治
田
原
版
『
三
位

一
体
改
革
』
が
必
要
で
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

規
模
が
類
似
す
る
地
方
自

治
体
の
財
政
指
標
も
参
照
し

つ
つ
、
よ
り
住
民
視
点
に

立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
財

政
規
模
で
の
予
算
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
職
員
定
数
、

組
織
・
機
構
に
つ
い
て
も
早

急
に
よ
り
良
い
組
織
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

役場庁舎

一
般
質
問

( 8 )宇治田原町議会だより2014（平成26）年2月 第 78号

平成23年度府内市町村普通会計決算状況（単位：千円）

普通会計決算額 A 標準財政規模 B A ／ B
福知山市 40,896,259 23,773,849 1.72 

舞鶴市 34,796,132 20,085,203 1.73 
綾部市 15,894,591 9,611,672 1.65 
宇治市 60,283,229 33,710,203 1.79 
宮津市 11,926,324 6,450,448 1.85 
亀岡市 32,809,597 18,377,285 1.79 
城陽市 25,612,601 14,515,554 1.76 
向日市 16,947,850 10,304,853 1.64 

長岡京市 24,903,317 15,020,406 1.66 
八幡市 24,659,160 14,204,232 1.74 

京田辺市 20,971,628 13,341,074 1.57 
京丹後市 33,109,205 20,768,885 1.59 

南丹市 22,893,534 14,780,303 1.55 
木津川市 23,831,157 15,853,069 1.50 
大山崎町 5,635,786 3,604,286 1.56 
久御山町 6,622,092 4,464,479 1.48 

井手町 3,566,798 2,645,562 1.35 
宇治田原町 3,714,066 2,755,485 1.35 

笠置町 1,315,989 874,714 1.50 
和束町 3,032,475 2,148,548 1.41 
精華町 11,847,287 7,670,632 1.54 

南山城村 2,433,086 1,710,014 1.42 
京丹波町 11,262,466 7,372,818 1.53 

伊根町 2,642,654 1,613,307 1.64 
与謝野町 11,609,301 7,557,027 1.54 
１４市計 389,534,584 230,797,036 1.69 

町村計 63,682,000 42,416,872 1.50 
市町村計 453,216,584 273,213,908 1.66 



谷 口 重 和
　　　議員

【
答
】
新
庁
舎
の
整
備
に
向
け
取
り
組
む

【
質　

問
】　　

　

東
南
海
巨
大
地
震
や
今
年

多
発
し
て
い
る
風
水
害
に
つ

い
て
色
々
と
質
問
を
し
、
特

に
庁
舎
問
題
で
は
強
く
新
庁

舎
と
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
求
め
て
き
た
。
６
月
議
会

で
町
長
は
、
本
年
度
中
に
方

向
性
を
出
す
と
答
弁
し
て
い

た
が
、
新
築
に
対
し
て
イ
エ

ス
か
、
ノ
ー
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

【
質　

問
】

　

９
月
議
会
で
は
、
ネ
ク
ス

コ
で
新
市
街
地
を
除
き
未
整

備
区
間
４
・
２
㎞
の
概
略
設

計
の
着
手
、
３
ヵ
所
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
も
近
々
完
了
予

定
、
沿
道
の
土
地
調
査
に
つ

い
て
は
委
託
業
務
を
発
注
す

る
と
し
て
い
た
が
、
11
月
の

ネ
ク
ス
コ
の
説
明
で
は
緑
苑

坂
の
約
１
・
２
㎞
し
か
工
事

用
道
路
と
し
て
整
備
し
な
い

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
山

手
線
は
名
ば
か
り
で
終
わ
る

の
か
。
ネ
ク
ス
コ
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
今
、
早
期
実
現

【
答
】
府
や
国
に
支
援
を
求
め
て
き
た

山
手
線
は
名
ば
か
り
で
終
わ
る
の
か

を
め
ざ
し
、
最
大
限
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

従
前
よ
り
道
路
整
備
全
般

に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た

が
、
山
手
線
に
絞
っ
た
要
望

を
府
に
行
う
と
共
に
、
直
接
、

実
情
を
訴
え
、
国
に
対
し
て

も
支
援
を
要
請
し
て
き
た
。

今
後
、
オ
ー
ル
宇
治
田
原
で

促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

【
質　

問
】

　

一
次
産
業
の
手
厚
い
保
護

だ
け
で
な
く
、
二
次
産
業
も

町
独
自
で
資
金
援
助
、
補
助

を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

今
後
諸
外
国
の
物
産
展
に
も

商
工
会
や
企
業
と
連
携
を
密

に
し
て
参
加
す
る
と
と
も

に
、
充
実
強
化
の
意
味
か
ら

　

必
要
な
防

災
機
能
を

有
し
た
施

設
等
々
を
総

合
的
に
判
断

し
、
本
町
に

ふ
さ
わ
し
い

新
庁
舎
の
整

備
に
向
け
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
。

「
役
場
庁
舎
新
築
」
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か

も
商
工
観
光
分
野
の
専
任
職

員
の
配
置
が
急
務
と
思
わ
れ

る
が
。

【
答　

弁
（
町
長
】】

　

商
工
観
光
の
業
務
は
課
員

で
役
割
分
担
を
し
て
い
る

が
、
今
後
町
将
来
の
商
工
観

光
の
充
実
を
図
れ
る
組
織
体

制
を
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

【
答
】
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
研
究
・
検
討

商
工
・
観
光
に
も
っ
と
支
援
と
補
助
を

【
答
】
保
護
者
カ
ー
ド
、
モ
ニ
タ
ー
設
置
な
ど
検
討

保
育
所
の
安
全
対
策
強
化
を

【
質　

問
】

　

保
育
所
の
出
入
り
口
は
、

シ
ル
バ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
、
今
日
ま
で

無
事
に
き
て
い
る
が
、
危
険

人
物
が
入
所
す
れ
ば
大
変
な

事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。
入

門
カ
ー
ド
の
明
示
や
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
で
の
対
応
、
面
会

が
必
要
と
思
う
が
。

【
答　

弁
（
福
祉
課
長
）】

　

保
護
者
カ
ー
ド
だ
け
で
な

く
、
職
員
室
に
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
、
来
訪
者
を

把
握
で
き
る
設
備
等
の
対
応

を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

( 9 ) 宇治田原町議会だより2014（平成26）年2月 第 78号

役場庁舎



垣 内 秋 弘
　　　議員

【
質　

問
】

　

西
谷
町
長
が
就
任
し
て
以

来
、
初
の
予
算
編
成
と
な
る
。

よ
り
効
果
的
な
財
政
出
動
を

図
り
な
が
ら
西
谷
カ
ラ
ー
を

全
面
に
出
し
た
予
算
編
成
の

策
定
が
注
目
さ
れ
る
が
、
基

本
的
な
考
え
方
と
重
点
施
策

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

【
答  

弁
（
町
長
）】

　

考
え
方
は
総
合
計
画
に
も

と
づ
き
、
政
策
経
費
の
重
点

配
分
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

①
安
心･

安
全
対
策

②
ま
ち
づ
く
り
・
成
長
基
盤

　

整
備
対
策

③
産
業
・
観
光
振
興
対
策

④
福
祉
・
健
康
長
寿
対
策

⑤
教
育
対
策

を
重
点
施
策
と
し
て
適
切
に

取
捨
選
択
し
取
組
み
た
い
。

【
質　

問
】

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
消

費
税
が
８
％
に
増
税
さ
れ
る

が
、
内
枠
の
地
方
消
費
税
も

１
・
７
％
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、
交
付
税
そ
の
も
の
も
変

動
す
る
が
本
町
へ
の
影
響

は
。
ま
た
、
本
町
の
課
税
対

象
事
業
の
料
金
改
定
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

増
収
見
込
み
に
つ
い
て

は
、
約
３
千
８
０
０
万
円
、

歳
出
で
の
経
費
負
担
で
約

３
千
２
０
０
万
円
と
推
定
し

て
い
る
。
課
税
対
象
事
業
の

上
下
水
道
料
金
は
適
切
な
転

嫁
を
基
本
に
消
費
税
の
引
き

上
げ
分
を
反
映
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

理
が
で
き
、
査
定
を
受
け
て

本
格
的
修
復
作
業
に
着
手
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
町
関
係
施
設
で
は

公
共
土
木
（
71
件
）
実
施
率

63
％
、
産
業
振
興
施
設
（
55

件
）
実
施
率
18
％
、教
育
（
１

件
）未
実
施
、水
道（
７
ヵ
所
）

実
施
率
57
％
で
あ
り
、
未
着

手
箇
所
は
早
期
に
対
応
し
て

取
り
組
む
。
ま
た
、
農
地
等

の
災
害
に
係
る
補
助
金
は
ま

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
９
割
の
補
助
率
を
境
に

地
元
負
担
が
変
動
す
る
。
ま

【
質　

問
】

　

台
風
18
号
は
激
甚
災
害
に

も
指
定
さ
れ
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
現
在
３
０
７
号

は
片
側
通
行
に
な
っ
て
い
る

が
全
面
開
通
の
見
通
し
は
。

ま
た
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
発

生
し
て
い
る
被
害
の
全
容
と

査
定
及
び
対
策
の
進
捗
状
況

な
ら
び
に
補
助
率
は
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

国
道
３
０
７
号
は
３
月
中

の
復
旧
完
成
を
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

河
川
（
60
ヵ
所
）
は
京
都
府

単
費
と
公
共
土
木
災
害
の
整

【
答
】
第
４
次
ま
ち
づ
く
り
総
計
を
着
実
に
推
進

 
予
算
編
成
の
考
え
方
・
重
点
施
策
は

【
答
】
京
都
府
と
鋭
意
協
議
を
行
う

山
手
線
の
今
後
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
は

た
、
二
次
災
害
防
止
に
努
め
、

安
全
の
確
保
を
第
一
に
鋭
意

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

山手線

【
答
】
早
期
着
手
に
む
け
取
り
組
む

台
風
18
号
の
被
害
対
策
早
期
実
施
を

【
質　

問
】

　

新
名
神
の
工
事
用
道
路
と

し
て
、
ネ
ク
ス
コ
が
手
掛
け

る
一
部
の
区
間
を
除
き
、
残

り
区
間
を
早
急
に
進
め
る
た

め
に
は
行
政
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
（
署
名

等
）
を
提
起
す
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

私
が
先
頭
に
立
ち
、
本
町

に
係
る
皆
様
方
の
す
べ
て
の

声
を
、
オ
ー
ル
宇
治
田
原
で

促
進
し
て
い
く
た
め
、
住
民

の
力
強
い
支
援
を
賜
り
た

い
。

一
般
質
問
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青 山 美 義
　　　議員

【
答
】
関
係
機
関
と
協
議
し
、
検
討
す
る

【
質　

問
】　　

　

９
月
の
台
風
の
豪
雨
で
、

間
伐
材
が
流
木
と
し
て
川
や

道
路
に
流
れ
出
た
。
地
域
住

民
の
安
心
・
安
全
、
防
災
面

か
ら
も
、
木
を
切
り
倒
す
だ

け
で
な
く
、
整
理
整
頓
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
間
伐

の
際
に
ど
の
よ
う
な
指
導
、

指
示
を
し
て
い
く
の
か
。
間

伐
の
際
に
届
出
を
し
て
も
ら

い
、
行
政
指
導
を
す
べ
き
と

思
う
が
。

【
答　

弁
（
産
業
振
興
課
長
）】

　

京
都
府
や
森
林
組
合
な

ど
、
関
係
機
関
と
間
伐
材
の

排
出
の
と
き
に
、
い
ま
ま
で

は
予
算
が
な
い
か
ら
刈
り
っ

ぱ
な
し
で
置
か
れ
て
い
た
。

来
年
度
に
予
算
を
計
上
を
し

て
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

安
心
・
安
全
は
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
十
分
予
算

編
成
の
中
で
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

今
回
の
豪
雨
で
護
岸
が
損

壊
し
、
水
田
被
害
が
拡
大
し

た
。
堆
積
物
の
し
ゅ
ん
せ
つ

対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

本
町
の
河
川
に
関
し
て
、

具
体
的
な
整
備
計
画
が
な
い

状
況
で
、
被
災
が
あ
れ
ば
対

応
す
る
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。
京
都
府
に
対
し
、
引

き
続
き
河
川
整
備
に
つ
い
て

お
願
い
し
て
い
く
。
ま
た
、

町
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
以
降
に
必
要
な
予
算

を
検
討
し
た
い
。

【
質　

問
】

　

被
害
が
あ
れ
ば
対
応
す
る

と
の
現
状
で
は
、
災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
遅
く
、
未
然

に
防
ぐ
対
策
が
必
要
。
日
々

の
安
心
・
安
全
な
生
活
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

京
都
府
に
対
し
、
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
堆
積
し
て
い

る
と
こ
ろ
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を

早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

災
害
が
発
生
す
れ
ば
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か

じ
め
補
修
、
修
繕
等
が
必
要

な
箇
所
を
把
握
し
、
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
は
、
必
要

な
箇
所
の
必
要
な
改
修
、
対

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を

策
を
事
前
に
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
京
都
府
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
方

向
で
調
整
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問
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処
分
の
あ
り
方

に
つ
い
て
十
分

協
議
す
る
中

で
、
災
害
に
強

い
森
林
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う

研
究
す
る
と
と

も
に
、
森
林
組

合
等
に
も
指
導

し
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

間
伐
、
ま
た

護岸が損壊した河川

間伐材が流出した道路



【
質　

問
】

　

私
が
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線

化
協
議
会
か
ら
の
離
脱
を
勧

告
し
た
際
、
町
は
通
勤
・
通

学
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め

だ
と
答
え
ら
れ
た
。
で
は
、

そ
の
通
勤
・
通
学
者
が
Ｊ
Ｒ

に
乗
る
た
め
に
利
用
す
る
京

阪
宇
治
バ
ス
の
将
来
に
つ
い

て
は
、
ど
う
判
断
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
利
便
性
と

は
、
時
間
短
縮
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
快
適
度
も
加
味
し

得
る
要
因
と
し
て
、
バ
ス
停

現
在
進
め
て
い
る
小
中
連
携

の
要
因
の
最
初
に
、
長
い
間

い
じ
め
・
不
登
校
・
学
力
向

上
な
ど
多
く
の
課
題
を
指
摘

さ
れ
な
が
ら
何
も
変
わ
ら
な

い
。
学
校
と
教
職
員
の
意
識

の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
の

認
識
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
基

礎
学
力
に
し
て
い
た
だ
い

て
、
小
中
連
携
の
拡
充
の
声

留
所
を
早
急
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

【
答　

弁
（
企
画
課
長
）】

　

路
線
バ
ス
の
将
来
予
測

は
、
負
の
要
素
が
多
く
、
予

【
答
】
バ
ス
停
整
備
を
検
討

 
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
向
上
策
は【

答
】
周
知
説
明
の
機
会
を
設
け
る

小
中
一
貫
教
育
の
周
知
説
明
は

が
強
ま
り
、
小
中
一
貫
教
育

に
進
展
で
き
る
よ
う
願
い
た

い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答　

弁
（
教
育
長
）】

　

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る

周
知
説
明
不
足
は
真
摯
に
受

け
止
め
て
お
り
、
今
後
十
分

な
説
明
の
機
会
を
設
け
る
中

で
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
進
め
る
上
に
お
い

て
、
教
員
の
意
識
改
革
が
鍵

で
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て

い
る
。
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

拙
速
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十

分
な
議
論
を
い
た
だ
く
中
で

進
め
て
い
き
た
い
。

内 田 文 夫
　　　議員

測
不
能
で
、
廃
路
に
直
面
の

時
が
来
れ
ば
対
応
し
た
い
。

バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、
現
在

屋
根
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い

所
は
、
整
備
を
検
討
中
で
あ

る
。

【
質　

問
】

　

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る

先
般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
周
知

説
明
の
て
い
ね
い
さ
の
不
足

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
他

方
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
認
識

に
い
た
る
経
過
も
必
ず
し
も

正
確
で
な
い
と
思
慮
す
る
と

こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

一
般
質
問
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整備が待たれるバス停

維孝館中学校



原 田 周 一
　　　議員

【
答
】
近
隣
の
動
向
を
見
て
判
断
し
た
い

【
質　

問
】　　

　

文
部
科
学
省
は
、
全
国
学

力
テ
ス
ト
の
学
校
別
成
績
の

公
表
を
解
禁
す
る
と
し
た
。

学
校
間
の
競
争
の
過
熱
や
、

不
正
行
為
な
ど
か
ら
、
現
在

教
育
委
員
会
に
よ
る
公
表
を

禁
じ
て
い
る
が
、
今
回
そ
れ

を
大
き
く
方
針
転
換
し
、
市

町
村
教
育
委
員
会
の
判
断
で

公
表
で
き
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
公
表
・
非
公
表
に
つ

い
て
は
、
今
後
十
分
な
議
論

が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

公
表
方
法
は
、
学
校
と
事

前
に
相
談
す
る
な
ど
が
挙
げ

　
　
　
【
答
】
基
本
構
想
は
計
画
全
体
を
見
直
す

次
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
へ
の
影
響
は

ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
状

況
か
ら
し
て
、
さ
ら
な
る
検

討
を
要
す
る
と
認
識
し
て
い

【
質　

問
】　

　

山
手
線
全
線
開
通
に
つ
い

て
は
、
国
道
３
０
７
号
よ
り

南
側
分
に
つ
い
て
、
新
名
神

工
事
用
道
路
と
し
て
の
利
用

が
見
込
め
な
い
と
の
公
表
を

受
け
、
第
4
次
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
は
、
目
標
平
成
32

年
と
す
る
基
本
構
想
の
基
に

策
定
さ
れ
た
計
画
で
、
次
期

第
5
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
へ

の
影
響
、
ま
た
見
直
し
は
。

学
力
テ
ス
ト
の
公
表
・
非
公
表
は

【
質　

問
】

　

保
育
中
の
発
熱
・
急
病
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
、
現
状

で
の
対
応
は
。

【
答　

弁
（
福
祉
課
長
）】

　

看
護
師
1
名
を
雇
用
し
処

置
の
上
、
保
護
者
へ
連
絡
。

症
状
に
よ
り
保
育
継
続
か
引

渡
し
か
な
ど
保
護
者
と
相
談

し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
、

授業の様子

働
く
保
護
者
に
と
っ
て
、
病

児
・
病
後
児
保
育
の
ニ
ー
ズ

は
非
常
に
高
い
状
況
。
今
後

の
取
り
組
み
は
。

【
答　

弁
（
福
祉
課
長
）】

　

現
時
点
で
は
、
実
施
し
て

い
な
い
が
、
そ
の
重
要
性
は

今
後
、
増
し
て
く
る
。
27
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
中

で
、
方
向
性
や
実
施
内
容
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

保育所（あゆみのその）

　
　
　
【
答
】「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」
で
検
討

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施
を

一
般
質
問
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る
。
近
隣
教
育
委
員
会
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
判
断
し
た

い
。

【
答
弁
（
建
設
課
長
）】

　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
道

路
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
土
地
利
用

の
誘
導
が
必
要
。

【
答　

弁
（
企
画
課
長
）】

　

基
本
計
画
は
来
年
度
か
ら

2
年
間
を
か
け
、
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
予
定
。
基
本

構
想
は
、
計
画
期
間
終
了
ま

で
7
年
あ
る
が
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め

計
画
全
体
を
見
直
す
。



研
修
報
告
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吹
田
市
で
、
初
め
て
設
置

さ
れ
た
小
中
一
貫
教
育
校

「
千
里
み
ら
い
学
園
」
は
、小
・

中
学
校
の
教
職
員
が
お
互
い

め
て
い
る
。

　
「
15
歳
の
学
力
」
に
責
任

を
持
つ
取
り
組
み
を
進
め
、

吹
田
市
の
小
中
一
貫
教
育
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と

し
て
他
の
17
ブ
ロ
ッ
ク
へ
発

信
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
４
月
開
校
の
同

学
園
は
、
１
中
２
小
（
竹
見

台
中
学
校
・
桃
山
台
小
学
校
・

千
里
た
け
み
小
学
校
）
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育

　

施
設
分
離
型
の
千
里
み
ら
い
学
園
を
視
察

大
阪
府
吹
田
市

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、　

平
成
25
年
10
月
25
日
、
施
設
分
離
型
の
小
中
一

貫
教
育
校
の
取
り
組
み
と
し
て
、
大
阪
府
吹
田
市
の
千
里
み
ら
い
夢
学
園
を
視
察

研
修
し
た
。

　
　
　

吹
田
市
の
小
中
一
貫
教
育

　
　
　
　
　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　

み
ら
い
夢
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　

５
・
２
・
２
シ
ス
テ
ム

　
「
学
ぼ
う
・
つ
な
が
ろ
う
・

や
り
ぬ
こ
う
」
を
教
育
目
標

に
、
９
年
間
を
見
通
し
た
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
を

通
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育

成
す
る
。

　

ま
た
９
年
間
を
５
・
２
・
２

の
３
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
構

成
。
小
１
か
ら
小
５
年
は
基

礎
・
基
本
の
徹
底
、
小
６
・

中
１
年
は
連
続

性
を
意
識
し
た

指
導
、
中
２
・

中
３
年
は
進
路

を
見
す
え
た
指

導
を
行
う
。

　

特
色
と
し
て

英
語
教
育
の

充
実
が
あ
げ
ら

れ
、
小
１
年
生

か
ら
英
語
活
動

を
実
施
。
Ａ
Ｅ

の
学
習
や
、
読
書
活
動
の
推

進
、
９
年
間
を
見
す
え
た
道

徳
教
育
の
充
実
、
一
貫
性
の

あ
る
生
徒
指
導
も
行
う
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
、
公
立
高
校
や
私
立
高

校
と
も
連
携
。
地
域
の
学
び

の
場
と
し
て
、
子
ど
も
と
大

人
が
共
に
学
べ
る
学
習
活
動

の
場
を
提
供
し
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
を
め
ざ

す
。

　

宇
治
田
原
町
に
お
い
て

も
、
小
中
一
貫
教
育
を
検
討

す
る
中
、
同
学
園
と
同
じ
く

西
川
京
産
大
教
授
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
研
修
で
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
移
行
期
が

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
素

敵
な
段
差
で
あ
る
こ
と
を
願

い
、
権
利
と
し
て
の
義
務
教

育
の
時
期
を
た
い
せ
つ
に
、

意
欲
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
推

進
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

た
。

Ｔ(

英
語
指
導
助
手)

を
通

年
配
置
し
、
生
き
た
英
語
を

学
ぶ
。
同
校
は
、
文
部
科
学

省
か
ら
教
育
課
程
特
例
校
の

指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

小
６
年
生
は
原
則
毎
週
金

曜
日
、
竹
見
台
中
学
校
に
登

校
し
、
１
日
を
過
ご
す
。
授

業
は
、
50
分
×
６
時
限
と

し
、
小
・
中
の
教
員
に
よ
る

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等

の
良
さ
を
活

か
し
て
指
導

方
針
を
ひ
と

つ
に
し
、
９

年
間
で
「
確

か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」

「
た
く
ま
し

い
体
」
の
育

成
を
め
ざ

し
、系
統
的
・

継
続
的
な
教

育
活
動
を
進

千里みらい学園での研修

中学校での小６の授業



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

西野　聡　さん

新成人代表

　「フランスなど海外において、お茶ブームになって

いるため、得意な英語力を生かして、将来はふるさと

宇治田原の架け橋になりたい」と力強く語ってくれた

西野　聡さんにお聞きしました。

Ｑ）　成人式を迎えての感想は

Ａ）従来、両親をはじめ、恩師・地域の人々

などのサポートがあったが、今後は、自分で

責任を持って行動したい。

Ｑ）夢または将来挑戦してみたいことは

Ａ）府内の高校 1 年生終了時、英語の勉強が

したくて、ニュージーランドの高校へ編入入

学し、リッチモンドで 2 年間の学校生活を過

ごした経験から、英語を生かした職業につき

たい。ふるさと宇治田原のお茶が海外でもっ

と浸透するよう、商社などに勤めて、その一

翼を担いたい。

Ｑ）リッチモンドの印象は

Ａ）自然が多くのんびりとした町で、ふるさ

と宇治田原とよく似た町です。

　大きな違いは、人間よりも羊が多い事かな。

Ｑ）選挙権が与えられましたが

Ａ）将来の年金受給や国の借金問題など課題

が多い。今後は自分たちの時代になってくる

ので、次世代につながるような投票行動をと

りたい。

Ｑ）これからの宇治田原町に望むことは

Ａ）若い人たちが町外へ移住しないよう、利

便性の良いまちづくりをお願いしたい。　　

に　し　の　　　さとし

( 1 5 ) 宇治田原町議会だより2014（平成26）年2月 第 78号
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７

　

１
月
13
日
は
、成
人
の
日
。
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
浪
江

町
の
成
人
式
で
「
大
き
な
試
練

を
乗
り
越
え
た
私
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
浪
江

町
に
戻
り
、ま
ち
づ
く
り
を
し
た

い
」
と
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と

を
誓
っ
た
居
村
知
生
さ
ん
。

　

宇
治
田
原
町
で
は
、
今
年
も

ふ
く
し
ま
っ
こ
を
招
こ
う
と
、
新

成
人
３
人
が
「
茶
ッ
ピ
ー
×
ふ

く
し
ま
っ
こ
未
来
基
金
」
の
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に

か
か
わ
る
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
ね
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
編
集
委
員　
　

今
西

編
集
後
記

今
号
の
表
紙

　

田
原
小
学
校
で
数
年
ぶ
り
に

「
と
ん
ど
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
習
字
が

高
く
舞
い
上
が
り
、
大
き
な
歓

声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
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